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１．はじめに 

この度は，日本フルードパワーシステム学会の名誉員を拝命し，身に余る光栄と感謝申し上げます．この

機会に，私の研究歴について簡潔に紹介します． 

 

２．卒論・修論 

 卒論は管路内に空気が停留した場合，発生するリスクがある流量の過渡変動，オーバーシュートについて，

実験と数値計算によって検討した1）．修論は，水圧管路における弁の急操作に伴って生じ得る液柱分離につい

て，実験と数値計算によって検討した2）．いずれも，屋外に管路を設置する実験装置を製作し，実験と数値計

算を行うものだった．先行研究調査，実験計画，実験装置の設計，部品購入，機械加工，製作，実験・計測，

解析を行い，論文としてまとめるまでの一連の過程を経験させていただき，私のその後の研究活動の原点と

なった． 

３．バース大学滞在 

修士修了後，東京工業大学（現 東京科学大学）に助手として採用された．1991年 11月から 1992年 8

月までの 10か月間，文部省（当時）の在外研究員としてバース大学の機械工学科にあるフルードパワー研究

室に客員研究員としてお世話になった．Burrows教授，Edge教授，Nigel講師をはじめ，多くの先生方にご

指導いただいた．幸運なことに，1991年 11月，上智大学の高橋教授ご夫妻がバース大学に滞在されており，

公私にわたってご指導いただけたことは，大変ありがたかった．滞在中，管路動特性の最適化有限要素モデ

ルについて研究を行い，論文発表することができた3）4）． 

４．学位論文 

 帰国後，学位論文に取り組んだ．学位論文では，油圧系の不確かさを考慮したロバスト制御系の設計方法

に関するものであった5）～8）．油圧制御系の非線形性などの誤差要因を，パラメータ変動と高次動特性に分類

したうえで定量的に評価し，これらの要因を H∞制御理論やμシンセシスに適用する方法に取り組んだ． 

５．横浜国立大学 

その後，横浜国立大学工学部に，山口教授の助教授として採用していただいた．機械製図や力学，機構学，

二部の講義などいろいろな講義を担当させていただいた．専門となる大学院の講義「システムモデリングと

制御」では，学位論文の内容を中心として機械系のロバスト制御に関する講義を担当させていただいた． 

結局，約 28年にわたって横浜国立大学で，教育研究を担当させていただいた．多くの優秀な学生と出会い，

さまざまな研究に取り組むことができた．代表例として，研究指導した博士論文を紹介する．管路における

波動伝播速度の推定9），大型商用車用油圧パワーステアリング10），EPS 用モータのステータコア構造と巻線

工法11），絞り制御弁内蔵型空気ばねを用いた鉄道車両の車体上下振動低減12），仮想ばね特性をもつパワーア

シスト椅子13），同期規制方式による角線の密着巻線14），管路動特性の最適化有限要素モデルを用いたカルマ

ンフィルタ15），アキュムレータの窒素ガスの状態変化16），デジタル油圧の建設機械向けパイロット元圧回路
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への応用に関する研究17）18）． 

 横浜国立大学では，宮嵜先生，志垣先生が助教として参加してくださり，一緒に教育研究に取り組む幸運

に恵まれた．宮嵜先生とは，投球ロボットのボール遠投性能を向上させる運動と身体の統合設計をはじめと

するロボット工学とフルードパワーの融合に関する研究に取り組んだ19）～21）．志垣先生とは，Bio-Inspired 

Roboticsに関する先進的な研究に取り組んだ22）． 

 さらに，油圧回路のインピーダンスの計測方法に関する実験的な研究を行った23）．一方で，障がい者の体

調の計測・予測に関する共同研究を実施した24）． 

６．学会活動 

 日本フルードパワーシステム学会では，会長を務めさせていただき，学会創立 50周年記念事業の準備を担

当させていただいた．各種事業では先生方と事務局のご協力を得ることができ，コロナ禍にもかかわらず順

調に準備を進めることができた．誌上をお借りして，ご協力いただいた皆様に感謝申し上げる． 

７．これから 

 著者は，2026年 3月末をもって横浜国立大学を定年退職した．現在は，横浜国立大学総合学術高等研究院

に特任教員（教授）として所属し，短期間ではあるが油圧の研究を継続できる機会を頂戴した．皆様の益々

のご発展を祈念して，筆をおくこととする． 
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